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政

第
一
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治

建

国

五

十

周

年

の

回

顧

と

現

状

第
一

節

建
国
五
十
周
年
の
現
実

治

一
九
四
九
年
十
月一
目 、
毛
沢
東
中
国
共
産
党

主
席は 、
中
国
革
命の
勝
利
者と
し
て
北
京の
天

安
門
崎市上
に
立
ち 、
「
中
恋
人
民
共
和
国
中
央
人

民
政
府は 、
本日
こ
こ
に
成
立
し
た」
と
宣
言
し

た 。
湖
南
靴
り
の
強い
中
国絡で
は
あっ
た
が 、

こ
の
言
業
こ
そ 、
抗
日
戦
争
と
国共
内
戦を
経て 、

中
国
民
衆
が 、
そ
し
て
世
界の
革
命
陣
営
が
待
ち

望
ん
だ
歴
史の
瞬
間に
応
え
た
も
の
で
あっ
た 。

し
か
し 、
中
爺
人
民
共
初
閣
の 、
つ
ま
り
革
命

政第一編

中
国
の
半
世
紀は 、
は
た
し
て
歴
史の
期
待
と
付

託
に
十
分
応
え
た
で
あ
ろ
う
か 。
ま
た 、
社
会
主

義
そ
し
て
共
産
主
義へ
の
「
革
命」
を
目
指
し
た

中
国
社
会
は 、
は
た
し
て
革
命
さ
れ
たの
だ
ろ
う

論日
近
年の
「
改
背中・
開
放」
政
策
に
よっ
て
中
国

社
会
は
現
在 、
急
速
に
変
化
しつ
つ
あ
る
が 、
政

治
の
民
主
化
とい
う
震
姿
課
題
をとっ
てみ
て
も 、

貧
富の
差
や
拝
金
主
義 、
腐
敗・
汚
融制
が
と
てつ

も
な
く
鉱
大
しつ
つ
あ
る
現
実
を
み
て
も 、
全
体

と
し
て
市
民
社
会
的
な
成
熟
か
ら
は
ほ
ど
巡い 。

中
国
革
命
が
生
み
出
し
た
成
果
よ
り
も 、
容
易に

「
革
命」
で
き
ない
中
国
社
会
の
伝
統
的
体
質
が

全
面
的
に
露
出
し
は
じ
め
てい
て 、
中
国
共
産
党

自
身が
そ
う
し
た
旧
社
会
に
足
を
す
くわ
れ
か
ね

ない
状
況
に
あ
る 。
社
会
の
基
盤
が
「
革
命」
さ

れ
てい
ない
の
に 、
政治
織
力
と
し
て
は
共
産
党

独
成
体
制
の
み
が
強
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に 、
歴
史

の
大
き
な
行
き
途い
が
あっ
た
とい
え
よ
う 。

革
命
国
家
と
し
て
の
半
世
紀
の
時
点で 、
す
な

わ
ち一
九
九
九
年の
建
国
五
十
周
年
に
至っ
て
中

国
当
局は 、
同
年
春
か
ら
互
に
か
け
て 、
「
法
輪

功」
の
非
合
法
化
と
摘
発
に
全
力
を
注が
ざ
る
を

得
な
かっ
た 。
「
法
給
功」
は 、
道
教
の
原
理
を
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背
に
し
た
中
国
伝
統
の
心
身
鍛
錬
法
「
気
功」
を

新
興
宗
教
的
結
合
体
に
発
展
さ
せ
た
疑
似
社
会
集

団
で
あ
る
が 、
「
貧
困
の
ユ
ー
ト
ピ
ア」
か
ら

「
向
銭
看」
（
金
銭第
二
へ
と
転
換
し
た
中
国
社

会
の
底
辺
部
の
空
洞
やニ
挙に
思
め
尽
く
す
勢い

で
普
及・
鉱
大
し
てい
っ
た
と
こ
ろ
に 、
事
態の

深
刻
さ
が
あ
る 。
中
国
共
産
党の
指
将
体
制
が 、

巡
回
五
十
周
年
に
し
て 、
末
端で
は
大
き
く
錨
ら

い
で
い
る
こ
と
の
証
明
で
も
あっ
た 。

中
国
当
局は 、
悠
国
五
十
周
年
を
機
に 、
「
安

定・
団
結」
を
求
め
て
さ
ら
な
る
体
制
強
化
を
図

る
も
の
と
思わ
れ
る
が 、
市
命
国
家・
中
国
の
内

政
上
の
行
く
末
は
依
然
と
し
て
不確
定
だ
と
い
わ

ねば
な
る
まい 。

次
に
中
国
政治
の
動
向
を
その
ま
ま
反
映
す
る

中
留
の
対
外
側
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と 、
中
国

は 、
建
国
五
十
周
年に
先
立つ
一
九
九
七
年七
月 、

一
位
紀
有
半に
お
よ
ぶ…央
銀
他
民
地・
香
港の
回

帰（
位
回
復
鰍）
を
実
現
し
た
の
に
つ
づ
き 、
一

九
九
九
年
十二
月
に
は
ポ
ル
ト
ガル
領マ
カ
オ
の

返
怠
も
速
成
し
て 、
大
陸
中
国
に
関
し
て
は
低
回

統一
を
完
成
し
た 。
江
沢
民
国
家
主
席
は
巡
回
五

十
周
年
の
記
念
式
典で 、
中
市人
民
共
和
国の
体

大
な
力
武
を
高身
と
緩い
あ
げ 、
国
威
発
効
を
ね

治
天
安
門
事
件
十
周
年の
中
国
で
も
あっ
た 。
こ
の

時
期
に
は一
九
九
九
年
五
月の
N
A
T
O
寧
の
在

ユ
l

ゴ
中
国
大
使
館
誤
爆
事
件で
鼓
吹
さ
れ
た
反

米ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム
の
渦
中
に
あ
り 、
ま
た
民
主

化
運
動へ
の
徹
底
し
た
抑
圧シ
ス
テ
ム
が
段
能
し

て
き
た
た
め
に 、
m－
件
再
発
の
官庁は
摘
み
と
ら
れ

a
ん
え
ん

でい
る
け
れ
ど 、
最
近
の
中
国
社
会に
蔓
延
す
る

腐
敗・
汚
駿
を
見
て
ら
わ
か
る
よ
う
に 、
問
題の

本
質は
な
に
も
解
決
さ
れ
てい
ない 。

中
国は 、
こ
う
し
て
相
次
ぐ
政治
的
激
動
を
く

り
か
え
し
て
き
た 。
その
結
果 、
い
ま
や
十
三
抽出

に
な
ん
な
ん
と
す
る
人
口
を
有
す
る
世
界
最
大
規

伎の
国
家は 、
い
ま
だ
に一
人
当
た
り
G
N
P
が

七
百
米
J
前
後の
巨
大
な
貧
困
国
で
も
あ
り 、
最

近
の
中
国
社
会
の
内
部
的
変
化
（
た
と
えば
都
市

部
に
お
け
る
中
間
層
の
形
成
な
ど）
に
も
か
か
わ

ら
ず 、
全
体
と
し
て 、
市
民
社
会
的
な
成
熱
か
ら

は
ほ
ど
速い
状
況
に
あ
る 。

政
第
二
節

革
命
五
十
年
の
歩
み

第一編

こ
こ
で
は
次
に
中
国
革
命
五
ト

年
の
歩
み
を
簡

単
に
回
顧
し
て
み
よ
う 。

中
国
革
命
の
結
采と
し
て
誕
生
し
た
中
準
人
民

3 

らっ
た
固
慶
節
の
軍
事パ
レ
ー
ド
も
十
五
年ぶ
り

に
再
開
さ・礼
た 。

そ
れ
だ
け
に 、
台
湾
の
祖
国
復
帰
ない
しは
台

湾の
統一
が
中
国
側
か
らは
強
く
笠
ま
れ
る
の
で

あ
ろ
う
が 、
国
家
目
標
と
し
て
の
こ
の
最
重
姿
課

題に
つ
い
て
は 、
い
ま
だ
に
解
決の
回
途
が
まっ

た
く
立っ
てい
ない
ば
か
り
か 、
そ
の
到
達
点
が

日
毎に
遠
ざ
かっ
てい
きつ
つ
あ
る 。
こ
こ
に
建

国
五
十
周
年
を
迎
え
た
中
国
の
大
き
な
ジ
レ
ン
マ

が
あ
る
の
だ
が 、
こ
の
と
こ
ろ
台
湾
海
峡
が
波
高

い
だ
け
に 、
中
国の
指
務
者
は 、
「一
つ
の
中
国」

を
求
め
て 、
さ
ら
に
声
高
く
台
湾
の
統一
を
叫ぶ

で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、
よ
く
考
え
て
み
る
と 、
台
湾
と
の
統

一
とい
うこ
の
難
題
も 、
事
柄
は
きわ
め
て
単
純

明
快
な
の
で
あ
る 。
要は 、
中
国
が
今
日
の
台
湾

以
上
に
魅
力
的
で
成教…
し
た
国
家
で
あ
り 、
その

社
会
的
吸
引
力に
よっ
て
台
湾
民
衆
が
自
ず
と
中

国へ
の
復
帰
も
し
く
は
中
国
と
の
統一
を
熱
望
す

る
か
とう
か
で
あ
り 、
も
し
ら
そ
う
な
れ
ば 、
全

世
界の
祝
慌
を
受
け
て
問
題は
た
ち
ど
こ
ろ
に
解

決
す
る
は
ず
で
あ
る 。
こ
れ
が
台
湾
問
題
の
原
点

な
の
だ
が 、
こ
の
単
純
明
快
な且調理
が
意
外に
忘

却
さ
れ
てい
る 。

共
和
国は 、
た
し
か
に
中
国
共
産
党
を
中
筏
に
し

てい
た
と
は
い
え 、
共
産
党一
党
役
毅
に
よ
る
革

命
政
継
を
前
後
に
し
た
も
の
で
は
な
く 、
民
族
統

一
戦
線
を
基
礎に
し
た
連合
政
府
と
し
て
出
発
し

た 。
「
五
星
紅
梅帆」
と
し
て
知
ら
れ
る
中
港
人
民

共
和
国
の
回
線が 、
大
き
な
星
を
錨
む
四つ
の
小

さ
な
星
か
ら
成っ
てい
る
よ
うに 、
そ
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は 、
労
働
者
階
級 、
農
民
階
級 、
小ブ

ル
ジョ
ア
ジ
ー

（
小
資
産
家
階
級）
お
よ
び
民
篠

資
本
家
階
級
の
四つ
の
階
級
と
そ
の
代
表に
よ
る

人
民
民
主
主
義
独
殺
の
迎
合
政
府に
よ
る
建
国
で

あっ
た 。

さ
て 、
建
国
後の
中
国は 、
朝
鮮
戦
争
の
渦
中

に
身
を
投
ず
る
な
か
で 、
臨
戦
体
制の
下 、
土
地

さ
ん
U
ん
ご
u，、
，
ん
ど
av

改
革
運
動 、
三
反
五
反
運
動
（
汚
裁
や
官
僚
主
義

へ
の
反
対
な
ど
を
掲
げ
た
大
祭
運
動）
な
ど
の
社

会
主
義
改
造
運
動
に
ま
ず
乗
り
出
し
てい
っ
た 。

し
か
し 、

一
九
五
四
年
制
定の
中
華
人
民
共
和
国

憲
法は 、
い
わ
ゆ
る
「
過
夜
期
の
総
路
線」
を
基

調
に
し
てい
て 、
あ
く
ま
で
も
漸
進
的
な
社
会
主

義
建
段
を
建
前に
し
てい
た
の
で
あ
る 。
そ
う
し

た
な
か
で
毛
沢
東
は
五
五
年
の
「
農
業
協
同
化
の

問
題に
つ
い
て」
の
報
告
を
契
機
に 、
急
進
的
な

社
会
主
義
建
設へ
の
路
線
転
換
を
強
引に
は
かつ

、、

二
方 、
台
湾は 、
中
国の一
九
八
九
年
の
六・

四
天
安
門
事
件
以
後
十二
年
の
聞
に 、
本一・
登
輝
総

統
の
リ
ー

ダ
ー
シ7
プ
の
も
と
で
完
全
な
民
主
化

を
逮
成
し
て
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
高
度
に
成

熟
す
る
と
と
も
に 、
住
民は
「
台
湾
人」
と
し
て

の
ア
イ
デン
テ
ィ
ティ
ー

を
さらに
強め
てい
る 。

香
港
返
還
で
約
束
さ
れ
た
「一
回
雨
制」
が
急
激

な
「
中
固
化」
に
よっ
て
自
の
前で
反
古に
さ
れ 、

中
国
領
に
なっ
た
香
港が
急
速に
没ザ冷
し
てい
く

様
子
を
見る
に
つ
け 、
台
湾
民
衆
の
大
陸
中
国へ

の
帰
属
窓
織
が
さ
ら
に
稀
湾に
なっ
た
と
もい
え

よ
λJ 。台

湾
の
本芸品
副岬
総
統
が一
九
九
九
年
七
月
に
中

固
と
台
湾
と
の
両
岸
関
係
に
つ
い
て
表
明
し
た

「
特
殊
な
固
と
固
と
の
関
係」
と
い
うい
わ
ゆ
る

「二
国
論」
に
強
く
反
発
し
た
中
国
当
局
は 、
こ

の
九
月
中
旬
の
台
湾
大
地
震
に
際
し
で
さ
え
「一

つ
の
中
国」
をふ
り
か
ぎ
し
て
国
際
社
会
の
人
道

的
な
台
湾
救
援に
政治
的
な
「
感謝」
を
表明し 、

台
湾
民
衆
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
か
ら
も
銀
涯
を

買っ
て
し
まっ
た 。
こ
こ
に
も
建
国
五
十
周
年
の

中
国
の
政治
的
現
実
が 、
は
か
ら
ず
も
露
呈
し
た

の
で
あっ
た 。

と
こ
ろ
で 、
処
国
五
十
周
年
の
中
国は 、
ま
た

ていっ
た 。

こ
の
転
換は 、
毛
沢
東
自
身
が
中
国
革
命
の
過

程
で
しば
しば

説い
て
き
た
路
線か
らの
「途
約」

A7
2
ず

で
あ
り 、
こ
こ
に
革
命
中
国
の
最
初
の
「
蹟
き
の

石」
が
あっ
た
とい
え
よ
う 。
ソ
速の
非ス
タ
ー

リン
化
の
彫
響
も
あっ
て 、
一
時 、
「
百
家争
防・

百
花
斉
紋」
運
動
に
よ
る
柔
軟
な
政
策
が
と
ら
れ

は
し
た
も
の
の 、
予
怨
外の
党
批
判に
直
面
し
た

中
国
共
産
党は ‘
五
0
年
代
後
半 、
反
右
派
闘
争

に
始
ま
る
「
毛
沢
東
思
想」
の
教
化
の
な
か
で 、

社
会
主
義
建
段の
往
路
線・
大
躍
進・
人
民
公
社

の
「
三一回
紅
銚」
政
策の
道
を
突
進していっ
た 。

こ
の
政
策の
失敗は
六0
年
代前
半の
劉
少
奇・

国
家
主
席
ら
が・一
剖惜
し
た
経
済
調
整
政
策
を
よ
ぎ

な
く
さ
せ
た
が 、
その
こ
と
に
不
満
を
もっ
た
毛

沢
東
は
六
0
年
代
後
半
か
ら
「
プロ
レ
タ
リ
ア
文

化
大
革
命」
を
発
動 、
あ
の
「
毛
主
席
語
録」
と

島”’司
・』

も
ど
も銑…
狂
的
な
毛
沢
東山宗
浮
の
嵐
を
巻
き
起こ

しは
し
た
も
の
の 、
実
際に
は
以
後
十
年
間 、
中

国
会
土
を
混
乱
に
陥
れ
た
の
で
あっ
た 。

革
命
家に
し
て
独
裁
者
で
も
あっ
た
毛
沢
東
は

一
九
七
六
年に
死
去
し 、
後
継
指
カ
を
め
ぐっ
て

い
わ
ゆ
る
「
四
人
組」
が
逮
捕
さ
れ
た
北
京政
変

で
は
常事
国
鋒
主
席
が
党・
政・
箪の
三
協慨
を
鐙つ
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た
が 、
七
八
年末
に
は
郡
小
平
が
実
憶
を
掌
開催 、

八
0
年
代
初
頭
か
ら
は
「
改
革・
開
放」
政
策
が

本
俗
的
に
始
まっ
て 、
従
来
の
毛
沢
東モ
デ
ル
の

典
型
で
あっ
た
人
民公
社
も一
挙に
解体
され
た 。

し
か
し 、
そ
の
改
革
者・
鍔
小
平
も
統治
の
ス

デ
イ
ル
は
毛
沢
東
問
機
の
皇
帝
型
独
設
に
陥っ
て

い
っ
た
と
こ
ろ
に 、
革
命
中
国の
悲劇が
あっ
た 。

八
九
年
務
の
民
主
化
運
動
が
六・
四
天
安
門
「
血

の
日
嗣
日」
事
件
と
なっ
て
世
界に
衝
繋
を
与
え

－
A
ん

た
所以
で
あ
る 。
天
安
門
事
件
の
結
果 、
樹岨
繁
陽

総
世
記
が
失
脚 、
上
海の
党
指
場
者
江
沢
民が

ま
さに
「
人治」
に
よっ
て
最
高
指
摘明
者
に
任
命

さ
れ 、
今
日
にい
たっ
てい
る 。

こ
う
し
て
政治
的
激
動
を
く
り
か
え
し
て
き
た

革
命
中
図の
服
申んに
は 、
「
チ
ベ
ッ
ト

解
欣」
や

「
大
協
進」
政
策 、
文
化
大
革
命 、
天
安
門
事
件

な
ど 、
ま
た
同
時に
そ
の
た
め
の
膨
大
な
数
の
犠

牲
者
を
出
し
てい
る
こ
と
も
忘れ
ては
な
る
まい 。

第
三
節

天
安
門
事
件
以
後
十
年

中
国に
とっ
て
述
国
五
十
周
年は 、
ま
た 、
天

安
門
耶
件
の
十
周
年で
も
あっ
た 。
六・
四
天
安

門
事
件
は 、
中
聞
に
庭
史
的
な
悲
劇
を
も
た
ら
し

治

こ
う
し
た
運
動
の
盛
り
上
が
り
が
跡地
力
情
造に

深
刻
な
打
燃
を
与
え 、
中
国
共
産
党一
党独
政
の

強
情
支
配
そ
れ
自
体
が
転
Mほ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
とい
う
危
俊
感が 、
同
年
五
月二
十
日
の
北
京

市へ
の
戒
厳
令
布
告 、
さ
ら
に
「
反
革
命
暴
乱」

平
定の
ため
の
武
力抑
圧とい
う
暴挙につ
な
がっ

た
の
だ
と
い
えよ
う 。
川戸
件
後
の
六
月二
十
四
日

の
党
中
山火
祭
nH
会
（
十
三
期
四
小
金
会）
で
は 、

「
反
革
命
総
乱」
に
加
担
し
た
と
し
て
組
察
隊
総

仕打
記
を
「
反
革
命
邦」
で
断
罪
し
て
解任 、
郷
小

平の
指
示
で 、
江
沢
民・
党
上
海
市
委第一
命
記

を
新
総
由
紀
に
選
任
し
た 。
こ
う
し
て 、
天
安
門

市
件
以
後
十
年の
中
国
を
統治
す
る
江
沢
民
体
制

が
誕
生
し
た
の
で
あ
り ‘
こ
の
事
件
を
「
反
革
命

日僻
乱」
と
mm
定
し
た
中
国
当
局の
終
価は 、
今
日

で
も
正
しい
「
懸
史
的
な
結
論」
（
朱
邦
造
中

国
外
交
部
報
道
官｝
だ
と
さ
れ
てい
る 。

当
時は
「
血
の
日
曜
B」
を
招
来
し
た
こ
と
に

よっ
て 、
西
欧
諸
国は
中
国へ
の
経
済
制
裁
を
実

行
し 、
ソ
巡・
東
欧
諸
国
も
お
お
む
ね
中
国
当
局

に
批
判
的
で
あっ
た 。
点
欧
に
必
け
る
中
国
の

剣
山
友”
ル
ー

マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
ンエ
ス
ク
大
統

似
は
悲
惨
な ．化
の
末
路
を
た
ど
り 、
東
独
の
ホ
ー

ネッ
カ
ー

議
長
ら
退
陣
（
その
後 、
連
術）
す
る

政書5 ・編5 

て
終
息
し
た
け
れ
ど 、
一
九
八
九
年
後
半に
は 、

中
国
の
悲
劇
を
歴
史
的
な
代
償と
し
て 、
東
欧
共

産
圏の
内
部
崩
凶慣
が
始
ま
り 、
社
会
主
義
世
界の

大
地
殻
変
動
が
起こっ
た 。

東
欧
諸
国
に
次い
で
ソ
速が一
挙に
筋
援
し 、

さ
ら
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
固
ま
で
も
が
民
主

化 、
つ
ま
り

脱
社
会
主
義に
向
かっ
てい
っ
た 。

中
国
当
局は一
九
九
O
年一
月
十一
日
を
期
し
て 、

北
京
の
戒
厳
令
を
解
除
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
世
界の
「
和
平
演
変（
権

力
の
平
和
的
転
援
ご
に
直
面
し
て 、
よ
り一
層

の
恐
怖
政治
と
箪
筈
察
に
よ
る
締
め
つ
け
を
強

化
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る 。

周
知
の
よ
う
に
天
安
門
事
件は 、
中
国
の
首
郡

北
京
の
天
安
門
広
場
で 、
一
九
八
九
年六
月
三
日

深
夜か
ら
四
日
未
明
に
か
け
て 、
ハ
ン
ガ
ー・

ス

ト
ラ
イ
キ
や
座
り
込
み
に
よっ
て
平
和
的
に
民
主

化
運
動
を
進
め
てい
た
学
生・
市
民に
向
け 、
約

十
万
も
の
兵
力
の
人
民
解
放
箪が
無
差
別に
発
飽

し
た
流
血
の
悲
劇
で
あっ
た 。
事
件
か
ら
十
年
を

経
た
今
回 、
犠
牲
者へ
の
鉛
罪
や
保
慨
を
求
め
る

動
き
と
と
もに
真
相
解
明
を
願
う
遺
銭
や
活
動
家

の
声
も
ない
で
は
ない
が 、
中
国
当
局は
そ
れ
に

応
ず
る
姿
勢
を
全
く
見
せ
てい
ない 。

な
ど 、
中
国
の
国
際
的
孤
立
化
が
進
み 、
品取
大の

鎗
出
市
場で
あ
る
香
港
も
激
しい
衡
感
を
受
け
て

動
同情
し
た 。
事
件
の
結
果 、
中
国は
恐
るべ
き
人

悔
抑
圧
国
家
だ
と
の
イ
メ
ー

ジ
が
国
際
的
に
広
が

り 、
「
改
革・
開
放」
を
唱
え
る
中
国
の
前
途
に

は 、
大
き
な
暗
雲
が
立
ちこ
め
た 。

一
方 、
事
件
か
ら
十
年
を
縫
た
今日 、
一
九
九

七
年二
月
の
郷
小
平
の
死
を
経
て 、
中
国
は
江
沢

民
体
制
を
強
化す
る
と
と
も
に 、
い
わ
ゆ
る
「
和

平
椀
変」
を
徹
底
的
に
警
戒
し
て 、
民
主
化
運
動

や
反
体
制
言
論 、
相出
敬
政
党
制（
中
国
民
主
党
結

成）
へ
の
動
き
な
ど
を
徹
底
的
に
抑
え
込
む
こ
と

に
成
功
し 、
人
指
抑
圧
批
判の
外
圧に
も
屈
し
て

い
ない 。
今
日
で
も
各
地
で
民
主
化
運
動
の
リ
ー

ダ
ー

を
逮
捕・
拘
帥抗
し
た
り 、
民
践
の
分
縦・
独

立
を
求
め
る
少
数
民
族の
活
動
家
な
ど
に
対
し
て

は
「
国
家
分
裂
罪」
で
即
刻
銃
絞
刑
を
執
行し
て

い
る 。
そ
れ
は 、
こ
の
聞
の
ソ
逮・
東
欧
社
会
主

義
体
制の
崩
壊
とい
う
歴
史の
大
転
換
を
自
怒
し

た
中
国
共
産
党
が 、
自
己の
体
制の
維
持
を
最
大

の
使
命
と
し
てい
る
か
ら
に
は
か
な
ら
ない 。

こ
う
し
た
状
況
下
で一
九
九
九
年四
月以
来 、

北
京
を
中
心
に
大
規
制問
な
示
威
運
動
を
行っ
た
気

功
集
団
「
法
鎗
功」
の
存
在は 、
そ
れ
が
新
興
宗

中
国
の
指
摘骨
者
た
ちは
こ
の
事
件に
よっ
て 、

内
外
か
ら
指一得される
道
を
自ら
選ぶ、」
と
に
なっ

た
が 、
当
時の
公
式
文
献は
「
狂
気
に
走っ
た
暴

徒
た
ち
は
解
放
軍
将
兵
を
袋い 、
軍
用
車に
放
火

し
た」
と
事
実
を
ね
じ
曲
げ 、
逆
手
に
とっ
て
宣

伝
し
た
も
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
事
件の
本貨を 、

「ご
く
少
数
の
者
が
学
生
運
動
を
利
用
し
た
計
画

的 、
組
織
的
な 、
あ
ら
か
じ
め
謀
議
し
た
政治
動

乱」
で
あ
り 、
「
反
革
命
暴
乱」
だ
と
規
定
し
て 、

徹
底
的
な
鎮
圧
を
行っ
た 。

と
こ
ろ
で 、
八
九
年四
月
中
旬の
胡
擢
邦・
元

総
舎
記の
死
を
偉
む
形
で
起
こっ
た一
連の
民
主

化
要
求
の
背
景
に
は 、
当
時の
EE
高
実
力
者－
Mm

小
平の
超
法
規
的
君
臨 、
つ
ま
り
「
人治」
とい

う
現
状へ
の
強い
不
満
が
あっ
た 。
「い
か
な
る

指
導
者
で
あっ
て
も 、
個
人
が
独
断
専行し
た
り 、

個
人
を
組
織の
上
に
君
臨
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ない」
と
の
党
規
約第
十
六
条に
反
す
る

行
み
と
し
て
の
「
人治」
に
対
し
て 、
学
生
や
知

後
人
ら
は
「
法治」
の
婆
求
を
高
ら
か
に
掲
げ
た

の
で
あ
る 。
中
国
の
市
民が
こ
の
よ
う
に
鋭
〈
近

代
的
な
政治
意
織
に
基づ
い
た
民
主
化
運
動
を
進

め
た
の
は 、
建
国
以
来 、
初
め
て
の
こ
と
で
あっ

た 。教
色
を
もっ
てい
る
だ
け
に 、
中
国
社
会
の
末
期

的
症
状
を
物
結っ
て
もい
る 。
天
安
門
十
周
年
を

控
え
た
党
中
央
と
箪
な
ど
は
こ
の
五
月二
十
六
日

に
北
京
で
大
集
会
を
開
き 、
「
社
会
政
治
の
不
安

定
要
因
が
依
然
存
在
し 、
あ
る
も
の
は
突出
し
て

い
る」
と
し
て
答
戒
体
制
を
固
め
た 。

そ
の
よ
う
な
中
国
当
局
者
に
とっ
て 、
五
月
初

旬
の
N
A
T
O
箪
に
よ
る
在ユ
lゴ

中
国
大
使
館

誤
爆
事
件は 、
「
中
華
復
興」
の
愛
国
主
義
を
吹

聴
す
る
絶
好の
出脱
会
と
なっ
た 。
十
年
前
と
同
じ

北
京
で
の
デ
そ
で
あっ
て
も 、
明
ら
か
に
当
局
者

に
鼓
吹
さ
れ
た
反
米
デ
モ
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
怒っ

た
管
年
た
ち
の
表
情はい
か
に
も
虚
ろ
で
あっ
た

け
れ
ど 、
当
面
の
体
制
閉
め
に
は
大い
に
効
果
的

で
あっ
た 。

中
国
民
衆
に
とっ
て
天
安
門
事
件は
す
で
に
風

化
しつ
つ
あ
る
と
はい
え 、
問
題
の
本
質
的
な
決

渚
を
な
ん
ら
見
る
こ
と
な
く
経
過
し
て
お
り 、
そ

の
代
償は
や
が
て
大
き
な
歴
史の
う
ね
り
と
し
て

跳
ね
返っ
て
く
る
か
も
し
れ
ない 。

第
四
節

「
改
革
・

開
放
」

の
二
十
年

建
国
五
十
周
年
を
回
顧
す
る
と
き 、
前
半
の
三
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十
年が
ま
さ
に
「
毛
沢
東
思
想」
に
よ
る
「
貧
困

の
ユ
ー
ト
ピ
ア」
時
代
で
あっ
た
と
す
れ
ば 、
後

半
の
二
十
年は
「
郷小
平
理論」
によ
る
「改
背中

間
政」
の
時
代
で
あっ
た 。
江
沢
民主
席は
今日 、

毛
沢
東 、
部
小
平
を
継
ぐ第
三
世
代の
指
摘骨
的
中

核と
し
て
み
ず
か
ら
を
位
置づ
け 、
毛
沢
東l
mm

小
平l
江
沢
民とい
う
革
命
と
建
国の
系
絡
を
形

成
し
よ
う
と
してい
る
が 、
「
毛
沢
東
忽
惣」
と

「
郷
小
平
理
論」
は
文
化
大
革
命
の
緩
終
に
照
ら

し
て
も
彼
本
的
に
異
な
る
もの
で
あ
り 、
こ
の
両

者
を
受
け
継
ぐと
す
る
江
沢
民
体
制は 、
そ
も
そ

も
正
統
性の
狼
拠
が
理
諭
的に
も
希薄で
あっ
て 、

そこ
に
は
「
人治」
に
よ
る
独
政
とい
う
同一
位

ない
し
は
一
此
性
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る 。

こ
の占…
を
硲恕す
る・
？えで
も 、
次に
「改
革・

開
放」
の
郊
小
平
体
制
を一
九
九
0
年
代以
降
に

焦
点
を
当
て
て
回
顧
し
て
み
よ
う 。

周
知
の
よ
う
に 、
一
九
七
八
年
十二
月の
中
国

共
産
党
十一
期
三
中
全
会は 、
郊
小
平
が
党
内
指

採
憶
を
確
立
し
た
軍
要な
転
機
で
あっ
た 。
以
後 、

「
四
つ
の
現
代
化」
が
定
式
化
さ
れ
八
0
年
代
初

頭
に
は
華
図
録
体
制
が
胤
綾
し 、
つ
い
に
郷
小
平

時
代
を
迎
え
た
の
で
あっ
た 。
こ
の
問 、
民主
化

運
動
や
天
安
門
事
件
に
関
連
し
て
胡
耀
邦 、
抽岨
紫

-, 

1百

経
演
技
術
開
発
区
の
発
展
な
ど 、
中
央に
対
す
る

地
方
術
阪の
強
化
に
支
え
ら
れ
た
拠
点
開
発
が
さ

ら
に
進
展
し
た 。

こ
う
し
た
予
怨
を
上
回
る
経
済
発
展は 、
そこ

に
見
ら
れ
る
「
向
銭
肴（
拝
金
主
義
こ
の
風
潮

と
と
も
に 、
社
会
主
義
を
国
是
と
し
て
き
た
中
葉

人
民
共
初
回
とい
え
ど
も 、
ひ
と
た
び
資
本
主
義

の
製
部棋
が
係
り
入
れ
ら
れ
る
と 、
経
済・
社
会
の

仮
本
的
変
化
が
生
じ
得
る
こ
と
を
証
明
し
た
ば
か

り
か 、
中
国
社
会
が
金
銭マ
イン
ド
に
い
か
に
動

か
さ
れ
や
すい
も
の
で
あ
る
か
を
も
実
証
し
てい

た
と
い
え
よ
う 。
そ
れ
だ
け
に 、
今
日
の
中
国

「
市
場
経
済」
の
発
展は 、
社
会の
民
王
的
成
叫然 、

経
涜
絡
蓬の
是
正 、
産
祭
情
造の
漸
次
的
転
換 、

教
育・
知
織
分
野
の
鉱
充
な
ど 、
い
わ
ゆ
る
近
代

化
の
基
盤
的
条
件
を
欠
如
し
た
成
長
と
開
発
で
あ

り 、
ま
た
国
家
と
社
会
の
軍
事
化（
国
防
予
算は

対
前
年
比一
九
九
七
年
に一
五・
四
%
増 、
九
八

年に
は
一
二・
八
%
噌 、
そ
し
て
九
九
年に
は
一

五・
O
%
納
加し
た）
を
内
包
し
た
経
済
発
展で

あっ
て 、
そ
う
し
た
敏
行
性
が
も
た
ら
す
深
刻
な

社
会
的
矛
盾
に
も
直
面
し
てい
る 。

中
国は
人
口
が
多
く 、
経
済
水
準は
き
わ
め
て

低
かっ
た
の
で
あ
る
か
ら 、
今
日
の
「
改
革・
開

政第一編1 

陽
と
い
う二
人
の
開
明
的
リ
ー

ダ
ー

が
郡
小
平
体

制
の
犠
牲
に
なっ
た
こ
と
も 、
よ
く
知
ら
れ
てい

る 。こ
う
し
た
状
況
下
で
郷
小
平は 、
九
二
年一
月

中
旬
か
ら
二
月
中
旬
に
か
け
て
保
守
派
の
影
響の

強い
北
京
を
総
れ 、
南
方
視
察（
市岡
巡）
に
出
か

け
てい
た
の
だ
が 、
こ
の
期
間
中
に
「
改
革・
側

敗」
政
策
を
鼓
吹
し
た一
巡の
「
南巡講話」
が 、

党
中
央
文
献
（「
中
共
中
央二
号
文
件」）
と
し
て

内
部
伝
達さ
れ
た 。
こ
の
よ
う
な
郷
小
平
自
身の

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よっ
て 、
「
改
革
開
放」

路
線
が
よ
り一
層
明
確
な
政
策
基
調
と
なっ
た 。

郷
小
平
が
老
躯
に
鞭
打っ
て
必
死
の
巻
き
返
し
を

は
かっ
た
か
ら
で
あ
る 。

こ
う
し
て
中
国は 、
東
欧・
ソ
速の
社
会
主
義

国
家
が
次
々
に
解
体
し 、
社
会
主
義
世
界
体
制
が

崩
獲
し
た
の
ち
に
も 、
最
高
実
力
者－
mm
小
平
の

君
臨
す
る
中
国
共
産
党
独
裁
体
制
を
保
守
す
る
こ

と
に
成
功
し 、
い
わ
ゆ
る
「
改
革
開
放」
路
線

に
基づ
く
経
済
成
長
を
続
け
て
き
た 。
そ
う
し
た

な
か
で一
九
九
0
年
代
前
半に
ひ
と
きわ
目
立っ

た
政治
現
象は 、
部
小
平
個
人
崇
拝
ない
し
は
郷

小
平
礼
讃の
高
ま
り
で
あっ
た 。

こ
う
し
た
中
国
政治
に
お
け
る
「
人治」
の
伝

欣」
に
見
ら
れ
る
発
展
推
進政
策
が
ひ
と
た
び
と

ら
れ
れ
ば 、
発
展の
初
期
段
階
で
経
済
成
長
が
著

しい
の
は
当然
で
あ
る 。
その
よ
う
な
中
国は
こ

の
と
こ
ろ 、
沿
海の
経
済
特
区
や
開
政
都
市の
発

展に
傘
引
さ
れ
て
危
速
な
経
済
広
成
長（一
九
九

六
年は
実
質
G
DP
九・
七
%
増 、
九
七
年は
八・

七
%
階 、
九
八
年は
七・
八
%
吻）
を
続
け
て
き

た 。
急
成
長
に
伴
う
ひ
ず
み
や
過
熱
そ
し
て
持
金

主
義
の
風
潮
が
深
刻
化
し
た
た
め
に 、
九
三
年
七

月以
降は
引
き
締
め
政
策
が
と
ら
れ
た
も
の
の 、

同
年
十一
月の
三
中
全
会
（
中
国
共
産
党第
十
四

期
中
央
委
員
会第
三
回
総
会）
で
は 、
「
機
会
を

つ
か
み 、
発
展
を
加
速
さ
せ
る」
と
の
郡
小
平

「
最
高
指
示」
に
基づ
き 、
再
び
高
度
成
長
絡
線

へ
と
転
じ
た
の
で
あっ
た 。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、
ま
た
「
改
革・
開

放」
の
急
進
展
が
九
二
年
初
春
の
郷
小
平
「
南
巡

講
話」
に
起
因
し
てい
た
よ
う
に 、
中
国
の
経
済

政
策は
ま
ず第
一
に 、
き
わ
め
て
強い
政治
的
色

彩
をつ
ね
に
帯
び
てい
る 。
し
た
がっ
て 、
政治

的
要
的か
ら
こ
の
ま
ま
経
済
発
展
を
無
限
定に
加

速
さ
せ
た
場
合 、
中
国
政
府
当
局
が
し
き
り
に

「マ
クロ
経
済
規
制
体
系」
の
縫
立
を
訴
え
て
い

て
も 、
西
側
の
市
場
経
済
体
制
下
で
は
当然
の
前

統
は
今
日
な
お
存
続
し
てい
る
の
だ
が 、
そ
れ
に

し
て
も
晩
年の
鄭
小
平は 、
毛
沢
市民
晩
年
に
限
り

な
く
似
て
き
てい
た 。
「
郡
小
平
同
志
は
改
革・

開
紋の
総
段
計
師」
「
郷
小
平
同
志
の
理
論
は
現

代
中
国のマ
ル
クス
主
義」
と
い
っ
た
形
容
や 、

巨
大
な
郷
小
平
崎憾の
着
信棋
の
出
現
の
み
な
ら
ず 、

「
郷
小
平
文
選」
の
刊
行 ．
三
女・
郊
絡
に
よ
る

毛
毛
署
名
で
の
『わ
が
父
郷
小
平」
の
出
版
な

ど 、
か
つ
て
は
毛
沢
東
個
人
祭
拝
の
弊
害
除
去
に

努
め
た
は
ず
の
郡
小
平
な
の
に 、
自
己の
個
人
的

な
指
威の
絶
対
化へ
の
抑
制
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
なっ
て
き
て
い
た 。
こ
こ
に
見
ら
れ
る一
巡

の
政治
現
象は 、
半
面
で 、
郷
小
平
その
人
の
織

威の
極
限
化
で
あ
る
と
と
も
に 、
中
国
政治
の
緒

特
徴
に
照
ら
せ
ば 、
郷
小
平
政治
の
終
局
面
がい

よ
い
よ
迫
りつ
つ
あ
るこ
と
の
予
告
で
も
あ
り 、

そ
の
こ
と
は一
九
九
七
年二
月の
郊
小
平
の
死
に

よっ
て
現
実
化
し
た 。

さ
て 、
「
改
革・
開
放」
政
策
に
よ
る
中
国
の

経
済
発
展
戦
略は 、
「
社
会
主
義
市
場経
済」
テー

ゼ
を
採
択
し
た
九
二
年
秋の
中
国
共
産
党第
十
回

全
大
会
以
降 、
「
改
革・
開
放」
の
第
二
段
階
に

入っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
きよ
う 。
こ
の
段
階
で

は 、
上
海・
浦
東
新
区の
急
速
な
開
発 、
大
連・

岨徒
で
あ
る
税
制
と
税
収 、
通
貨・
金
融政
策 、
み

替
管
理
な
ど
の
市
場
調
撃メ
カニ
ズ
ム
が
順
調
に

は
機
能
し
ない
と
い
う
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
え

ず 、
す
で
に
二
O
%
以
上
に
透
し
てい
る
都
市
部

の
イン
フ
レ
や
お
よ
そ一
億
人
と
も
推
計
さ
れ
る

「
古
流」
人
口（
民
工
潮）
の
膨
張
な
ど 、
当
面

の
社
会
的
病
理
現
象
をい
か
に
解
決
す
る
の
か
と

い
う
問
題
を
避
け
て
通
るこ
と
は
で
き
ない
で
あ

ろ
う 。
そ
う
し
た
中
国
経
済
の
政治
的
性
格の
ゆ

え
に 、
中・
長
期
的
に
は 、
中
国
の
将
来
に
つ
い

て
の
不
安
が
増
幅
さ
れ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
ない

の
で
あ
る 。

第
二
の
問
題
点
は 、
農
村
経
済
の
著
しい

停
滞

で
あ
る 。
中
国
の
経
済
的
将
来
を
理
解
す
る
た
め

の
複
本
問
題
と
し
て 、
こ
の
巨
大
な
国
家
の
農
業

性
とい
う
問
題 、
つ
ま
り
中
国
農
村の
実
態
を
決

し
て
忘れ
る
こ
と
は
で
き
ない 。
依
然
と
し
て
人

口
の
八
割
近
く
が
農
村
居
住
人
口
だ
と
い
う
中
国

の
産
業・
社
会
僧
造は 、
最
近の
「
改
革・
開
欣」

政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
ほ
と
ん
ど
変わっ
てい

ない 。
そ
れ
ど
こ
ろ
か 、
お
よ
そ
十
億
も
の
農
業

人
口
を
抱
え
た
中
国
農
村
部
は 、
「
改
革・
開
放」

か
ら
すっ
か
り

取
り

残
さ
れ
た
ま
ま 、
著
しい
貧

困
に
鳴い
で
い
る 。
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中
国の
農
民
た
ち
は 、
かつ
て
毛
沢
東
時
代に

は
人
民
公
社
に
すべ
て
が
組
織
化
さ
れ 、
拘
束
さ

れ
てい
た
だ
け
に 、
一
九
八
0
年
代
半ば
に
人
民

公
社
が一
挙
に
礎
止
さ
れ
て
ご戸
毎に
生
産
紛
糾H

制
が
湾
入
さ
れ
た
と
きに
は 、
喜
ん
で
それ
を
歓

迎
し
た 。
い
わ
ゆ
る
「
万一冗
戸」
が
出
現
し
た
の

む
その
頃
で
あ
る 。
し
か
し 、
その
後の
「
先
富

治」
と
も
見
ら
れ
る
「
改
革・
開
放」
政
策の
進

展で
沿
海
お
省
が
経
済
成
長
し
た
の
に
比
し
て 、

内
陸
諸
省
や
沿
海
諸
省の
農
村
部の
立
ち
返
れ
は

宕
し
く 、
大
部
分
が一
千
元
程
度の
年
収
し
か
得

てい
ない
と
こ
ろ
も
あ
る 。
右に
見
た
金
額
は 、

固
有
企
業（
以
前
の
国
営
企
業）
の
労
働
者の
年

収
と
比べ
て
さ
え 、
約
十
分の一
とい
う
低
き
で

あ
る 。
nm
近
は
イン
フ
レ 、
税－
負
偲金の
同川
町刷 、

労
務の
噌
加 、
同時
作
物
れい
付け
価
格の
ほ
必
な

ど
に
よっ
て 、
画紙
付の
困
問
が
さ
ら
に
進み 、
農

民
た
ち
は
強い
不
満
を
抱い
てい
る
とい
う 。
今

日
の
よ
う
な
「
改
革・
開
政」
政
策
が
続け
ら
れ

る
限
り 、
農
村の
立
ち
遮
れ
に
よ
る
中
国
社
会
内

部の
貧
富の
差は
さ
ら
に
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う 。

縁
近
伝
え
ら
れ
てい
る
朱
鈴
基
総
理
主
柄引の
豆
四

都
大
開
発」
重
点
化
政
策の
成
否
もこ
の
点に
あ

る
とい
え
よ
う 。
し
か
も
「
改
革・
開
欣」
に
諸問

く
沿
海
諸
省
も 、
実
質は
「
水
ぶ
く
れ
成
長」
な

の
で
あっ
て 、
所
設
は
外
国
資
本や
香
港 、
台
湾

な
ど
の
華
人
資
本に
全
面
的に
依
存
し
た
経
済
急

成
長
に
し
か
す
ぎ
ない 。
中
国の
産
業
情
造の
転

換
が
進
ま
ない
最
大の
理
由
も 、
笑は
こ
の
点に

あ
る
とい
え
よ
う 。

そ
う
し
た
な
か
で 、
天
安
門
事
件
以
後
も 、
い

わ
ゆ
る
「
改
箪
開
放」
の
路
線
を
め
ぐっ
て
深

刻
な
党
内
闘
争
の
絶
え
な
か
っ
た
中
国
で
は 、

「
社
会
主
義
市
場
経
涜」
の
テ
ー

ゼ
を
採
択
し
た

一
九
九
二
年
紋の
中
国
共
産
党第
十
四
回
大
会
と

問テ
ー

ゼ
に
基づ
く
憲
法
修
正
を
行っ
た
九
三
年

春の
第
八
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
で

従
来の
国
営
企
業
を
「
国
有
企
業」
と
呼
ぴ
か
え

て
「
自・一
経
営の
徳
利
を
有
す
る」
（
憲
法第
八

条）
と
し
た 。

江
沢
民
指
潟
部
は 、
一
九
九
四
年
秋の
中
国
共

産
党第
十
四
矧
四
中
全
会
で
「
江
沢
民
同
志
を
中

抜
と
す
る第
三
世
代
中
央
指
潟
グ
ル
ー

プ」
｛
四

中
全
会コ
ミュ
ニ
ケ）
とい
う
表
現
を
用い
て
郷

小
平
以
後
に
備
え
よ
う
と
し
て
以
来 、
い
わ
ゆ
る

「
上
海
閥」
で
中
央
指
導
体
制
を
閉
め 、
翌
九
五

年
秋の
同
五
中
全
会
で
ら
体
制
を
強
化
し
た
が 、

二刀
で
は
軍
内
部の
角
逐
や
江
沢
民
指
導
部へ
の

民
共
和
国
の
将
来
像
に

多
大
な
イ ．
ン

ペ
ク
ト
を
あ

た
える
こ
と
は
疑い
ない 。

そ
う
で
あ
る
だ
けに 、
当
面
の
中
国
は 、
「
二

十一
位
紀は
中
国の
世
紀」
といっ
た
大
中
前中ナ

ショ
ナ
リズ
ム
を
後
吹
しつ
つ 、
軍
事
力
を
精
強

し
て
官
国
強
兵
化
を
急
ぎ 、
一
鐙の
「
鉱
事ポ
ナ

パ
ル
テ
イ
ズ
ム」
の
よ
う
な
国
家
体
制
を
強
化
し

よ
う
と
し
てい
る 。
中
国に
おい
て
は 、
絵
済
改

革は
話
題に
な
り
得
て
も 、
政治
改
革につ
い
て

は 、
依
然と
し
て
タ
ブ
ー

で
ある
ゆ
えんで
ある 。

第

二

章

中

国

共

産

党

治

第
一

節

概

j兄

政
一、
新
し
い
時
代
状
況
と

中

国

共

産

党
の

対

応

中
副
共
経
党は 、
－
九
九
八
年か
ら
九
九
年
ま

で
の
二
年
間に
第
十
五
矧
中
央
袋
貝
会
第
二
回
全

体
会
議
（
二
中
全
会） 、
三
中
全
会
と
四
中
全
会

を
開い
た 。
この二
年間は 、
中
国
共和他
党に
とっ

当t －朝49 

し
か
し 、
現
実の
中
国
社
会の
変
化
を
直
視
す
れ

ば
す
る
ほ
ど 、
社
会
主
義
革
命
国
家
と
し
て
の
中

殺
人
民
共
相
国の
命
脈は
い
よい
よ
尽
き
よ
う
と

し
てい
る 、
とい
っ
て
よい
よ
う
に
恩
わ
れ
る 。

（
中
餓
嶺
雄）

〔
品世
考
文
献〕

中
的
嶺
雄
『
現
代
中
国
論
l・
イ
デ
オ
ロ
ギー

と
政治
の
内
的
考
察
l」

背
木
谷
店 、
一
九

六
四
年（
相
補
版 、
一
九
七一
年） 。
中
的
綴

て
試
練の
時
期
で
あっ
た 。
最
大の
試
練は 、
新

しい
時
代
状
況
に
どの
よ
う
に
適
応
し 、
政
権
党

の
地
位
を
健
保
で
き
る
の
か
に
あっ
た 。

新
しい
時
代
状
況は
第
一
に 、
七
八
年
末
か
ら

は
じ
まっ
た
改
革・
関
欣
が二
十
年以
上
経
過し 、

中
国の
綬
荷
と
社
会の
惰
造
そ
し
て
国
民の
窓
織

を
大
き
く
変
え
た
こ
と
だ 。
改
革は
計
画・
統
制

の一
元
的
な
経
済
体
制
を
自
由
な
競
争
原
理の
後

能
す
る
市
場
経
済
体
制に
移
行
さ
せ 、
その
加
速

不
信
も
残っ
て
お
り 、
政治
上・
イ
デ
オロ
ギー

上
の
江
沢
民
体
制の
強
化の
過
程
で
当
面の
危
機

管
理
体
制は
固
め
つ
つ
あ
る
もの
の 、
将
来へ
の

不
安は
ぬ
ぐ
わ
れ
てい
ない 。

そ
う
し
た
な
か
で 、
中
恋
人
民
共
和
国の
命
脈

は 、
い
つ
ま
で
続
くの
だ
ろ
う
か 。
今
日
の
よ
う

に
歴
史
的
な
脱
社
会
主
義の
潮
流
が
加
速
化
しつ

つ
あ
る
な
か
で 、
社
会
主
義
革
命
国
家
と
し
て
の

中
闘
が二
十一
世
紀の
将
来
ま
で
現
在の
体
制
を

維
持
す
る
こ
と
が
は
た
し
て
可
能
だ
ろ
う
か 。
社

会
主
義
国
と
し
て
の
中
叢
人
民
共
和
国
が
盆
か
な

社
会
的・
経
済
的
な
来
実
を
殺
し
て
来
た
の
な
ら

と
もか
く 、
決
し
て
そ
う
で
は
なかっ
ただ
けに 、

中
閣の
国
家
的
将
来に
つ
い
て
の
保
証は
い
ま
だ

不硲
か
だ
とい
え
よ
う 。

し
か
も
中
国に
お
け
る
「
改
革・
開
政」
の
進

展は 、
経
済
水
準の
漸
進
的
な
向
上
につ
れ
て 、

価
値
観の
多
機
化や
さ
ら
に
強
力
な
民
主
化
婆
求

と
と
もに 、
こ
の
巨
大
な
国
家の
地
方
分
俗
化
を

も
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
ず 、
ま
た
今
日
の
世
界
的

な
民
族
問
題の
噴
出
の
な
か
で 、
チベ
ァ
ト
な
ど

中
国の
少
致
民
族
地
践
の
国
家
的
再
績
が
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ない 。
台
湾の
将
来
ら

い
ま
だ
未
確
定で
あ
る
が 、
その
行
方
が
中
華
人

総
「
中
国の
惣
劇』
携
蹴副
社 、
一
九
八
九
年 。

中
的
級
雄
緩
「
中
国
現
代
史
｜

壮
大
な
る
歴

史の
ド
ラマ
ー（

新
版）」
有
斐
間
選
省 、
一

九
九
六
年 。

ウ
イ
リ
l・

ラ
ム
『
中
国
政
治
経
済
分
析」

（
中
的
鎖
雄
監
訳）
丸
善
出
版 、
一
九
九
八
年 。

中
嶋
鎖
雄
「
中
国・
台・湾・
香
港」
P
H
P
新

符 、
一
九
九
九
年 。

化
が
目
覚
しい
経
済
発
展
を
もた
ら
すと
と
もに 、

国
民
生
活の
全
般
的
な
向
上
を
実
茨し
た 。
し
か

し
同
時
に 、
市
場
経
済の
自
由
な
銭
争
原
理は
利

益
集
団の
多
元
化
を
助
長
し
た 。
将
来
目
標
と
し

て
「
共
同
富
裕」
を
か
か
げ
て
は
い
て
も 、
現
実

の
社
会に
は
「
先
官（一
郎の
優
先
的
富
裕
化
ご

と
「
後
官｛
い
ま
は
貧
困
ご
と
の
絡
差
の
鉱
大

と
対
立
の
深
刻
化
を
も
た
ら
し
てい
る 。
国
民は

もは
や
「一
窮
二
白（
国
民は
み
な
貧
し
く 、
失




